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Neural basis of memory impairment in Parkinson’s disease : A longitudinal PET 
study
5年　　庄　司　裕美子
Coronary Perivascular Fibrosis Is Associated with Impairment of Coronary Blood 
Flow In Patients with Non-ischemic Heart Failure（微小冠動脈周囲線維化は冠
動脈血流障害に関与する）
4年　　戴　　　哲　皓



















































































































SBPA : 中心収縮期血圧 ; SBPB : 上腕収縮期血圧 ; DBP : 拡張期血圧 ; Augmentation : 反射波による血圧増
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RI : resistive index（抵抗指数）.
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陽性 （hm） 頻度 陽性 （hm） 頻度
アルコール性 n=129 0 （0） 　  0%  4 （1）  3.10%
特発性 n=85 9 （2） 10.60% 10 （2） 11.80%
遺伝性 n=19 2 （0） 10.50%  4 （0） 21.10%
家族性 n=11 4 （1） 36.40%  0 （0） 　  0%



































































図 1.　変異型 SPINK1ではエクソン 3が完全に欠失する
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Cardiovasc Res 2013;97:106-14 より改
変。 
















































図3 肥満・インスリン抵抗性における血管内皮NF-κB経路の役割  
(A) 耐糖能試験。 (B) インスリン感受性試験。  (C) 精巣上体脂肪のMOMA-2抗体による免
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Circulation 2012;125:1122-33 より改変。 
図 3.　肥満・インスリ 抵抗性における血管内皮 NF-κB経路の役割 
















































図4 老化・寿命における血管内皮NF-κB経路の役割  
(A) 大動脈の老化関連β-ガラクトシダーゼ染色像 
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者が 10年で 55名確認されたことより，年間 100万人
につき 2.2人の発生率と見積もられた7）．ドイツの村
における 65歳以上の居住者に対する戸別調査では居
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